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我々は、2014年打ち上げ予定の ASTRO-H搭載軟Ｘ線撮像検出器 (Soft X-ray Imager;SXI)用 CCD 素子の開
発を行っている。X線CCDは可視光・紫外線にも高い感度があるため、可視光・紫外線を遮断する必要がある。
Suzaku衛星に搭載しているX線 CCD(X-ray Imaging Spectrometer;XIS)は CCDの前面に可視光・紫外線を遮
断するためのアルミニウムとポリイミドからなる薄膜（Optical Blocking Filter;OBF）を装備し、アルミニウム
で可視光をポリイミドで紫外線を遮光している。　
OBFは，厚さ∼ 2500Å の薄膜で地上試験などでの取り扱いが難しく、振動で破損する恐れがある。そこで SXI

では、CCD素子表面に直接アルミニウムをコートしたOBL(Optical Blocking Layer)を装備し、可視光を遮光す
る。さらに、SXI のカメラフード部には、衛星から放出されるアウトガスによる汚染 (コンタミネーション：コ
ンタミ)から SXIのCCD素子を守るためのコンタミ防止膜 (Contamination Blocking Filter;CBF)を装備してい
る。このコンタミ防止膜はポリイミドとアルミニウムからなる薄膜で、紫外線の遮光と、可視光も一部遮光する
ことができる。　我々は、白色の可視光源と分光器からなる可視光照射装置を用いて、OBLと CBFの可視光透
過率を測定し、450-900nmの波長帯域での可視光透過率が、それぞれ∼10−5，∼10−1 であることが分かった。本
学会では、OBLと CBFの可視光透過率の測定結果の詳細について報告する。


